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＜連絡事項＞

· 本日、実地指導準備の進行状況確認を行う予定。役職者は参加すること。

· 通所クリスマス忘年会の担当表を作成したため、各自確認すること。

· 年末の大掃除に、病院から配布される強力カビハイターを使用可能。

· 昨日、浴室の測量を業者が実施している（床に段差があり、排水がうまくいかない為）。再度、業者が訪問予定のため、勤務スタッフは対応すること。

＜外来患者様情報＞

· 村田　昭一　様～血圧高値のことはあるが、様子観察とのこと。塩分は控えるようにと説明。本人

は、困った事はないと話されている。

· 沢田　三郎　様～寒いだけで変わったことはないと話されている。

· 横町　　浩　様～「オエッとなるけど、休むと良くなる」「お父さんが仕事をしろと言う」と話さ

れている。

· 島浦　美千男様～今月21日から22日まで外泊をするとのこと。弟が迎えに来て、母親のところ

に行ってくると話されている。

· 田名部　一樹様～調子は良く、頑張ってやっていると話されている。朝の起床にはムラがあり、休

日は、食事以外は眠っていることが多いとのこと。休日は気が抜けるため、休んでいてもいいと担当医より説明している。

· 関　　秀治　様～時々尿漏れがあるとのことだが、毎日ではない為、水分摂取が原因かは不明。内

科系疾患ではないとは考えられるが、気になるようであれば紹介状を作成すること説明している。水分の摂りすぎには注意するように説明している。

· 久保　興介　様～落ち込むことは無く、特に変わったことはないと話される。睡眠もとれていると

のこと。臨時薬のユーパン、ジプレキサが切れた為、追加処方している。

· 関口　　禅　様～八戸赤十字病院受診時、体重-1kgだったと報告されている。眼科検査は異常な

かったとのこと。次回は5月に検査予定。内科薬は5週間分だったが、精神薬は3週間分だったとのことで、精神薬は長期間分処方できないことがあると説明している。

· 荒木地　和弥様～本日は父親に送迎してもらったとのことで、送迎の方が楽だと話されている。

風邪気味ではないが頭痛があるとのこと。

· 村上　サチ　様～先週で外来受診を終了としているが、内服が切れたとのことで来所している。

デイケアに通わず、訪問看護も拒否している為、当院では外来診察は実施しないことを説明している。デイケアも本日で退所となる。

＜通所利用者様情報＞ 
· 中村　鶴子　様～先月、9ヶ月ぶりに生理が来て、先週から不正出血もあった為に不安があると

スタッフに相談している。疼痛はないとのこと。年齢や内服の関係があるため、しばらく様子を見ても良いのではないかと説明している。

· 関　　秀治　様～頻尿、尿漏れが気になるとスタッフに相談されている。食事の他に、1日1.5L

程度水分摂取が必要であり、夜尿が気になるのであれば、就床前の水分摂取は

控えるように説明。外来にも情報提供している。無理して人と接しようとする

ことはないというアドバイスに対し、人間関係の一切をしようとしなくなるなど、他者からのアドバイスを過度に捉えることがある為、水分摂取量については、具体的な量を提示し確認やアドバイスを行っていく。

· 我満　奈津紀様～体重が減少してから便秘傾向とのこと。食事摂取量は変わらないが、水分摂取量

が減ったと話されている。食事や体重の減少により、腸の活動が弱まるなど便秘に繋がることがある為、食事内容の見直しや水分摂取量を増やすようアドバイスしている。

· 田向　玲美　様～「朝からイライラして、家族とも喧嘩した。病状が不安定じゃないかと思う」と

訴えあり。イライラの原因について振り返って戴くと、祖母のお見舞いに持っていく物を母親に無理矢理かばんに詰め込まれたからと話されている。原因があるのであれば、イライラすることもある為、病状悪化と安易に考えなくても良いこと説明している。

· 北嶋　　剛　様～父親が退院し、酸素療法継続にて自宅療養することになったとのこと。酸素療法

の勉強会が10時間（2時間×5回）あるとのことで、酸素療法の実施など自宅療養への不安があると話されている。状況報告と相談も兼ねて、定期的に連絡をして下さるとのことで、その際は相談に乗ること説明している。

· 田中　正士　様～よろめいて転びそうになることが日に何度も見られるようになってきている為、

要注目としている。足腰の調子が悪いと、本人も話されている。歩行時、入浴時など転倒しないように見守りを行っていく。

· 松永　勘五郎様～12/16より、うみねこ幸房ランチは摂っていないと幸房スタッフより情報提供

あり。本人に確認すると、「（幸房ランチは）量が多い。うまくない。飽きた」と話されており、昼食は幸房のアンパンを2個（市販物の場合は1個）摂取しているとのこと。日常的な食事としてはほとんどがアンパンで、極稀におにぎりや惣菜を食べているとのことで、食生活の偏りが見られている為、野菜なども摂取するようアドバイスしている。来所時、食生活を確認するとともに、毎週月曜日に体重測定を行うこととする。

· 古賀　　舞　様～本人より見学希望の電話あり、午後より来所するとのこと。来所する際は、

ご家族に行き先を伝えてから来ること、来所出来なくなった場合も連絡が欲しいこと説明。本人了承している。来所時、正式利用への移行について、本人の意思の確認を行っていく。

＜SST報告・検討＞

デイケア

Aグループ：お題『架空請求が来た場合』

　　　　　　・メンバーからお題が出て、対処法について積極的に発言聞かれている。

　　　　　　・ロールプレイには至ることが出来なかったが、「相談所や警察に相談をする」という意見があった為、出てきた意見を上手にロールプレイに繋げて行くことが可能だった。

Bグループ：お題『誘われた時や電話の断り方』

　　　　　　・メンバーが「長電話が来て困る」と話したことを取り上げて、お題としている。

　　　　　　・メンバーからの意見はほとんど聞かれない為、スタッフ側から発言を促す必要があった。

　　　　　　・ロールプレイは実施することが出来なかった為、進行方法に工夫が必要。

Cグループ：お題『年末年始の挨拶』『お年玉の断り方』

　　　　　　・年末年始の挨拶、お年玉を要求された時の断り方が、お題としてメンバーから挙がっている。

　　　　　　・スタッフが相手役となって場面を作り、一人一人にロールプレイを促すと、全員行うことが出来ている。

　　　　　　・少人数でロールプレイを実施し、1つずつ振り返っていく方法も必要と考えられる。

＜新規・継続利用者様情報＞

高橋　幸雄様（34）男性　統合失調症

デイケア利用開始日：2008年12月16日

◎本人・デイケア利用の目的

・就労希望あり、それに向けて日常生活リズムの維持・改善、体力作りを図る。

○利用時の状況

· 最初は他者との交流にスタッフからのきっかけ作りが必要であったが、現在は他メンバーとも自然に交流みられている。

· プログラム参加状況は良好。発言は少ないが、スタッフや他者へ目線を向けて話を聞くこと出来ている。運動療法にも、身体を大きく動かし参加している。

· デイケア利用ではない日は、友人とバドミントンをしに体育館へ出掛けているとのこと。

· ジプレキサ服用中。体重増加傾向にある為、毎日体重測定を実施するようにと担当医に言われている。⇒自宅に体重計が無い為、来所時に体重測定。運動プログラムへの参加も促していく。

· デイケア利用に慣れてきたら、徐々に利用日を増やして行く。運動プログラムの多い曜日への移行も、その都度本人と相談し検討していく。










